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スポンジゴム配合について(1o) 

[EPDM配合］

先に見加硫促進剤としてノクセラー PZ/BZ/M/

TRAを用い，発泡剤として ADCA(アゾジカルポンア

ミド）及び OBSH(p,p'ーオキシビスベ‘ノゼンスルホニル

ヒドラジド）単独配合におけるスボンジゴムの発泡特性

について紹介した. ADCA及び OBSHはそれぞれ長所

'と短所を持っているが， ADCAとOBSHとを併用する

ことで改善され，加工安定性，圧縮永久ひずみ，表面肌

の優れたスポ‘ノジゴムが得られることが報告されてい

る刈今回は， ADCA/OBSH併用系について紹介する．

また，無機発泡剤（重曹系）についても紹介する．

表 1の配合に基づき， 8インチロールで混練り (50~

60℃)した練り生地を 1日間室湿(25℃)にて熟成し，ム

EPDM*' 

ステアリン酸

酸化亜鉛

FEFプラック

表 1・配合

重質炭酸カルシウム

バラフィソ系オイル

吸湿剤(CaO)

ノクセラーPZ

ノクセラーBZ

ノクセラーM

ノクセラーTRA

硫黄

発泡剤

ーニースコーチ及びレオメータ加硫試験を行うと共に押 •1> 中飽和度，プロセレン含量47,

出機でcf,10mmの形状に押出し成形(80℃)し， 200℃の ムーニー粘度38(ML1H100℃) 

ギャーオープン中で15分間加熱発泡した．また，示差熱
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表2

分析(DTA)を用い練り生地中の発泡剤の分解温度を測 未加硫ゴム及び発泡体の特性を表2に示し，発泡体の

定した． 断面図を図 3に示し， レオメーク加硫曲線を図 1,2に

ADCA11 

OBSH21 

BK31 

無機発泡剤41

ムーニースコーチ試験5)

Vm 

tバ分）

t35(分）

発泡体の特性6)

比重7)

発泡倍率8)

1 
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2 
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表 2 未加硫コ＇ム及び発泡体の特性

2 3 4 5 6 

5 5 

5 

2 

5 10 

26 22 24 24 25 

6,5 6.9 3.9 4.6 4.4 

11.0 13.9 6.5 7,8 7.2 

0.57 0,53 0.53 0.61 0.35 

2.0 2.1 2.1 1.8 3,2 

悶孟：胃:し~(%)10) II 2:・3 I 3: ゚ I ~~ ゚ I 4:.8 I ~: ゚ I 認゚
I) ビニホール AC"LQ(永和化成） 2) ネオセルボン N*1000(永和化成） 3)尿素

4) FE-507(重曹系）（永和化成） 5) JIS K 6300に準拠ML_1, 125℃ 6) 200℃ X 15分加硫物

7) SRIS 0101に準拠 8)発泡倍率＝
発泡剤なしの加硫ゴムの比重

発泡体の比重

9) SRIS 0101に準拠，湿水40℃ X22時間浸せき

10) SRIS 0101に準拠， 70℃ X 22時間， 30%圧縮 押出機：東洋精機D20--10型使用，

回転数： 20 rpm, ダイス湿度： 80℃ シリソダー温度： 80℃，ダイス形状： cj,10mm 
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紹介

示し， DTAによる発泡剤の分解湿度を図いこ示す．

ADCA/OBSHとの併用（配合 No.1)では，均ーなス

キソを持つ発泡体が得られることがわかる．これは，

ADCAとOBSHを併用することにより OBSHの分解

が始まると同時に ADCAの分解も起り（図 3)加硫と発

泡のバラソスが良好となったと考えられる．

無機発泡剤（重曹系）（配合 No.5, 6)では，吸水量が多

く連続気泡を持つ発泡体が得られることがわかる．無機

発泡剤（重曹系）は吸熱分解により炭酸ガスと水蒸気を発

生する．無機発泡剤は分解温度が低く，かつゴムヘの透

過性が大きく連続気泡を作りやすいものと考えられてい
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図 1 ADCA/OBSH併用系の加硫挙動
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図2 無機発泡剤の加硫挙動
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図3 発泡体の断面図

No. I発泡剤 練り生地 発泡剤単独

1 AOCA/ 
~ 15 7℃ ttM I 81℃ 

~ OBSH 

2 ADCA 二 18 5℃ 

' "℃二

I 9 2℃ 

4 OBSH ~ 148℃ 

~ 15 6℃ 16'℃ "" 

6 無機発~ 138℃ ~ 17 2℃什鯛泡剤

図4 練り生地及び発泡剤単独の DTA曲線

マック・サイエ｀ノス社製熱分析装置使用，試料10mg, 窒素中，流速40cc/min, 昇温速度10℃/min, 温

度室濫~400℃
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